
次つぎと、 「暮らし再       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

県
民
セ
ン
タ
ー
を
構
成
す

る
「被
災
者
の
会
」や
医
療
、

福
祉
、
労
働
、
女
性
な
ど
各

団
体
、
個
人
が
82
人
参
加

し
、
「
ス
ト
ッ
プ
女
川
原
発
」

な
ど
と
書
い
た
の
ぼ
り
25

本
を
掲
げ
、
県
民
セ
ン
タ
ー

の
綱
島
不
二
雄
代
表
世
話

人
を
は
じ
め
、
10
人
以
上

が
リ
レ
ー
ト
ー
ク
。
く
ら
し
・

生
業
の
再
建
、
復
旧
・
復
興

の
推
進
を
訴
え
、 

「震
災
で 

 

 

３
・１
１
東
日
本
大
震
災
、
福
島
原
発
事
故
か
ら
１
年
。
「東
日
本
大
震
災
復
旧
・復

興
支
援
み
や
ぎ
県
民
セ
ン
タ
ー
」は
11
日
、
犠
牲
者
を
悼
ん
で
胸
に
喪
章
（リ
ボ
ン
）

を
つ
け
て
、
仙
台
市
の
繁
華
街
で
メ
モ
リ
ア
ル
宣
伝
行
動
。
「被
災
者
・被
災
地
が
主
人

公
の
復
旧
・復
興
を
」「東
北
電
力
女
川
原
発
の
再
稼
動
は
許
さ
な
い
」と
訴
え
、
原
発

か
ら
の
撤
退
を
進
め
る
要
請
署
名
に
取
り
組
み
、
８
０
７
人
分
を
集
め
ま
し
た
。 

  

 
 

 

「女
川
原
発
を
再
稼
動
さ

せ
ず
、
原
発
か
ら
の
撤
退
を

求
め
る
要
請
署
名
」が
、
３
０

万
筆
の
達
成
へ
向
け
て
ス
タ

ー
ト
し
ま
し
た
。
（
呼
び
か

け
団
体
＝
東
日
本
大
震
災

復
旧
・復
興
支
援
み
や
ぎ
県

民
セ
ン
タ
ー
、
宮
城
県
母
親

連
絡
会
、 

日
本
科
学
者
会 

 
  へ

向
け
て12

日
、 

県
民
セ

ン
タ
ー
事
務
所
で
作
戦
会
議

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
当
面
４

月
末
ま
で
１
０
万
筆
め
ざ
し

て
と
り
く
む
こ
と
、
宣
伝
署

名
活
動
を
繁
華
街
や
商
店

前
、
駅
頭
、
団
地
や
集
合
住

宅
前
な
ど
で
旺
盛
に
実
施
す

る
、
一
般
紙
へ
の
折
り
込
み
ｏ

ｒ
広
告
、
女
川
、
石
巻
は
じ

め
各
市
町
村
単
位
で
署
名

運
動
を
た
ち
あ
げ
、
地
域
ご

と
、
町
内
会
ぐ
る
み
、
各
労

働
組
合
・
団
体
の
構
成
員
に

署
名
用
紙
を
届
け
て
、
全
体

に
押
し
広
げ
る
こ
と
な
ど
が

話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
署
名
数
を
把
握
・
集
約

し
、
ニ
ュ
ー
ス
を
発
行
す
る
な

ど
、
励
ま
し
あ
っ
て
署
名
運

動
を
急
速
に
も
り
あ
げ
、
目

標
実
現
に
迫
っ
て
い
こ
う
と

確
認
さ
れ
ま
し
た
。 

議
、
宮
城
県
労
働
組
合
総

連
合
、 

原
発
問
題
住
民
運

動
宮
城
県
連
絡
セ
ン
タ
ー
）  

カ 

す
で
に
、
「目
標
を
決
め
、

署
署
名
用
紙
を
回
し
て
集
め

て
い
る
」、
「女
川
原
発
の
廃
炉

を
求
め
る
会
が
結
成
さ
れ
る
」

な
な
ど
の
活
動
が
報
告
さ
れ
て

い
ま
す
。  

 

県
民
セ
ン
タ
ー
は
、
署
名

用
紙
を
３
万
枚
増
刷
し
て
、

各
団
体
と
協
力
し
な
が
ら
、

運
動
に
拍
車
を
か
け
る
た
め

の
取
り
組
み
を
強
め
て
い
ま

す
。
ま
た
、
「
Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
！
女

川
原
発
３
・２
０
ア
ク
シ
ョ
ン
」

（
裏
面
参
照
）の
成
功
を
よ
び

か
け
て
い
ま
す
。 

 

 
 

市
太
白
区
・
女
性
）
、
「
危

険
な
原
発
に
頼
ら
ず
、
太

陽
光
や
風
力
な
ど
自
然
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
生
か
す
べ
き

だ
」（仙
台
市
宮
城
野
区
・

男
性
）と
話
し
、
若
い
男
女

の
姿
も
目
立
ち
ま
し
た
。 

カ
ラ
ー
刷
り
チ
ラ
シ

は
、
通
行
人
が
次
つ
ぎ
と

受
け
取
り
１
８
０
０
枚
が

な
く
な
り
ま
し
た
。 

 
 

女
川
原
発
は
５
系
統
の
う

ち
４
系
統
を
失
い
、
東
電
・

福
島
第
１
原
発
事
故
と
紙

一
重
だ
っ
た
」
と
指
摘
。

「
子
ど
も
た
ち
を
守
る
た

め
、
皆
さ
ん
の
思
い
を
署

名
に
託
し
て
く
だ
さ
い
」と

呼
び
か
け
ま
し
た
。 

署
名

し
た
通
行
人
は
、
「小
さ
い

子
ど
も
が
い
る
の
で
、
福
島

み
た
い
な
事
故
が
起
き
な

い
か
と
て
も
心
配
」（仙
台 

 



 

 

 

 

 

 

 

県
民
セ
ン
タ
ー

が
３
・
１
１
メ
モ

リ
ア
ル
宣
伝
の
最

中
、
多
賀
城
自
衛

隊
が
、
繁
華
街
の

歩
道
に
戦
車
を
駐

車
さ
せ
、
通
行
人

を
引
き
込
む
し
ぐ

さ
を
し
て
い
ま
し

た
。 「

若
者
を
勧
誘

し
て
い
る
」
と
、

批
判
の
声
が
―
。 

 

東
京
電
力
福
島
第
１
原
発
事

故
の
被
害
に
よ
る
賠
償
請
求

を
支
援
す
る
た
め
、「
東
日
本

大
震
災
復
旧
・
復
興
支
援
み

や
ぎ
県
民
セ
ン
タ
ー
」
は
２

月
23
日
、「
原
発
賠
償
み
や
ぎ

相
談
セ
ン
タ
ー
」
を
設
置
し

ま
し
た
。 

県
民
セ
ン
タ
ー
の
綱
島
不

二
雄
代
表
世
話
人
、
賠
償
相

談
セ
ン
タ
ー
長
に
な
っ
た
萱

場
猛
夫
元
山
形
大
学
教
授
、

菊
地
修
弁
護
士
が
同
日
、 

県 
 

「
賠
償
相
談
セ
ン
タ
ー
」

は
２
月
26
日
、
角
田
市
で
被

害
賠
償
の
相
談
会
を
開
き
、

福
島
県
境
と
隣
接
す
る
地
域

の
相
談
者
が
訪
れ
ま
し
た
。 

●
蔵
王
町
で
旅
館
業
を
営
む

男
性
＝
旅
館
の
客
が
３
分
の
１

に
激
減
し
た
。
キ
ノ
コ
や
山
菜

も
出
せ
な
く
な
り
、
ま
き
も
つ

か
え
な
く
な
っ
た
。
と
て
も
旅

館
を
続
け
ら
れ
な
い
。 

●
角
田
市
で
製
造
工
場
を
経

営
す
る
男
性
＝
商
品
の
汚
染
で

売
れ
な
く
な
っ
た
。
被
害
額
は

１
億
円
を
超
し
て
い
る
。
つ
く

れ
な
い
こ
と
が
悔
し
い
。 

●
角
田
市
の
夫
婦
＝
ま
き

ボ
イ
ラ
ー
の
灰
を
測
っ
た
ら 

 
 

庁
で
記
者
会
見
。
菊
地
弁
護

士
は
、「
加
害
者
で
あ
る
東
電

が
主
導
権
を
握
り
、
個
別
の

請
求
は
体
よ
く
断
ら
れ
て
い

ま
す
。
弁
護
団
を
通
じ
集
団

で
請
求
す
る
の
が
効
果
的
で

す
」
と
よ
び
か
け
ま
し
た
。 

賠
償
請
求
を
担
当
す
る
弁

護
団
も
結
成
さ
れ
て
お
り
、

菊
地
団
長
、
千
葉
達
朗
事
務

局
長
を
含
む
11
人
の
弁
護
士

で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。 

賠
償
相
談
セ
ン
タ
ー
で

は
、
営
業
損
害
、
出
荷
停

止
、
風
評
被
害
、
就
労
不

能
、
避
難
費
用
な
ど
を
相
談

対
象
に
国
の
「
中
間
指
針
」

に
と
ら
わ
れ
な
い
全
面
賠
償

を
求
め
て
い
ま
す
。 

電
話
に
よ
る
無
料
相
談

は
、
月
、
水
、
金
曜
日
の
午

前
10
時
～
午
後
４
時
ま
で
、

０
２
２
・
３
９
９
・
６
９
０
７

（
県
民
セ
ン
タ
ー
と
共
用
）

で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。 

 
 

 
 １
㎏
当
た
り
１
万
３ 

５
７
０
ベ
ク

レ
ル
あ
っ
た
。 

捨
て
る
場
所
も
な
く 

子
ど
も
た
ち
が
心
配 

で
す
。 

●
丸
森
町
の
男
性 

＝
イ
ノ
シ
シ
が
放
射 

能
汚
染
で
食
べ
ら
れ 

な
く
な
り
、
狩
猟
も 

で
き
ず
、
畑
の
被
害 

が
増
え
、
深
刻
だ
。 

 
 

 
 

 

核
戦
争
を
防
止
す
る
宮
城

医
師
・
歯
科
医
師
の
会
（
代

表
・
沼
沢
博
県
保
険
医
協
会

副
理
事
長
、
大
窪
豊
宮
城
民

医
連
会
長
）
と
東
日
本
大
震

災
復
旧
・
復
興
支
援
み
や
ぎ

県
民
セ
ン
タ
ー
は
14

日
、

「
宮
城
県
健
康
影
響
に
関
す

る
有
識
者
会
議
報
告
書
」
に

対
す
る
意
見
と
要
望
書
を
、

村
井
嘉
浩
県
知
事
、
中
村
功

県
議
会
議
長
に
提
出
。
沼
沢

代
表
と
県
民
セ
ン
タ
ー
の
綱

島
不
二
雄
代
表
世
話
人
、
村

口
至
事
務
局
次
長
（
医
師
）

が
文
書
を
手
渡
し
て
説
明
し

ま
し
た
。 

 
 

 

要
望
書
は
、
報
告
書
が
都

合
の
い
い
資
料
や
研
究
論
文

だ
け
を
も
と
に
「
科
学
的
・

医
学
的
な
観
点
か
ら
は
、
現

状
で
は
健
康
へ
の
必
要
性
は

な
い
」
と
結
論
づ
け
て
い
る

と
指
摘
。
自
然
放
射
能
や
医

療
被
ば
く
、
喫
煙
な
ど
に
よ

る
発
ガ
ン
リ
ス
ク
と
比
較
し

て
の
説
明
は
、
原
発
事
故
の

責
任
を
被
害
の
量
的
な
問
題

に
す
り
か
え
て
矮
小
化
す
る

も
の
で
あ
り
、
倫
理
的
に
許

さ
れ
な
い
と
批
判
し
て
い
ま

す
。 

 

そ
の
う
え
で
、
要
望
書

は
、
◎
累
積
被
ば
く
年
間
１

ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
を
超
え
る

汚
染
地
域
に
つ
い
て
は
、1

8

歳
以
下
は
甲
状
腺
超
音
波
検

査
の
実
施
や
一
般
健
診
項
目

に
白
血
球
分
類
を
加
え
る
な

ど
福
島
県
の
健
康
調
査
に
準

じ
た
内
容
と
期
間
に
す
る
、

◎
子
ど
も
を
持
つ
親
の
不
安

に
こ
た
え
る
た
め
、
最
寄
の

保
健
所
で
の
受
診
や
検
査
を

保
証
す
る
、
◎
外
部
被
ば
く

の
個
別
評
価
の
た
め
に
子
ど

も
に
ガ
ラ
ス
バ
ッ
ジ
を
配
布

す
る
―
―
こ
と
な
ど
５
点
を

求
め
て
い
ま
す
。 

 
 

 

㍉
シ
ー

ベ
ル
ト

を
超
え
る
汚
染
地
域

に
つ
い
て
は
、
18
歳
以
下

は
甲
状
腺
超
音
波
検
査
の

実
施
や
一
般
健
診
項
目
に

白
血
球
分
類
を
加
え
る
な

ど
福
島
県
の
健
康
調
査
に

準
じ
た
内
容
と
期
間
に
す

る
、
◎
子
ど
も
を
持
つ
親

の
不
安
に
こ
た
え
る
た

め
、
最
寄
の
保
健
所
で
の

受
診
や
検
査
を
保
証
す

る
、
◎
外
部
被
ば
く
の
個

別
評
価
の
た
め
に
子
ど
も

に
ガ
ラ
ス
バ
ッ
ジ
を
配
布

す
る
―
―
こ
と
な
ど
５
点

を
求
め
て
い
ま
す
。 

 
 

 

―
―
な
ど
、
角
田
市
の
相
談
会
で
は
１
２
件
の

相
談
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
「
賠
償
相
談
セ

ン
タ
ー
」
開
設
し
て
か
ら
、
電
話
相
談
は
１
８

件
（
１
５
日
現
在
）
よ
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。 

綱
島
不
二
雄
代
表
は
、
「
引
き
続
き
現
地
相

談
会
を
開
き
た
い
。
電
話
相
談
も
大
い
に
利
用

し
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
語
っ
て
い
ま
す
。 

お誘いあって参加し、アクションを大成功させ、女川原発

ストップ、原発ゼロへ、宮城から全国に発信しましょう。 


